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　　　　　午前９時３０分　　再　会 

○議長（石森靖明君）　おはようございます。 

　　ただいまの出席議員数は18名であります。定足数に達しておりますので、議会は成立いたし

ました。 

　　これより令和７年度柴田町議会12月会議を開きます。 

　　直ちに本日の会議を開きます。 

　　なお、議案等の説明のため、地方自治法第121条の規定により、説明員として町長以下、関

係所管課長等及び監査委員の出席を求めております。 

　　本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりであります。 

　　日程に入ります。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１　会議録署名議員の指名 

○議長（石森靖明君）　日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

　　本日の会議録署名議員は、会議規則第123条の規定により、議長において11番大坂三男君、

12番平間奈緒美さんを指名いたします。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第２　開催期間の決定 

○議長（石森靖明君）　日程第２、開催期間の決定の件を議題といたします。 

　　お諮りいたします。12月会議の開催期間については、議会運営委員会の協議の結果、本日か

ら12月12日までの５日間と意見が一致いたしました。よって、12月会議の開催期間は本日から

12月12日までとすることにご異議ありませんか。 

　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　異議なしと認めます。よって、12月会議の開催期間は本日から12月12日

までと決定いたしました。 

　　なお、開催期間中の日程については、あらかじめお手元に配付しました日程予定表により議

事の進行を図りますので、ご了承願います。 

　　また、12月会議中、報道機関等の取材を許可しておりますので、ご了承願います。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第３　諸報告 

○議長（石森靖明君）　日程第３、諸報告を行います。 
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　　議長としての報告事項は、報告書としてお手元に配付いたしましたので、これをもって報告

といたします。 

　　町政報告については、町長からの通告がありますので、町長の登壇を許します。町長。 

　　　　　〔町長　登壇〕 

○町長（滝口　茂君）　12月会議よろしくお願いしたいと思います。 

　　町政報告案件は３件でございます。 

　　１点目、令和７年柴田町地震対策総合防災訓練について申し上げます。 

　　去る10月19日、防災拠点として整備した柴田町総合体育館を会場に、柴田町地震対策総合防

災訓練を実施しました。 

　　この訓練は、東日本大震災の教訓を踏まえ、地震災害に対する防災体制の確立と、町民の防

災意識の高揚を図ることを目的としたものでございます。 

　　これまでは、関係機関が実施する訓練を参加者に「見せる訓練」を主体としてきましたが、

今回は初めての試みとして、様々な知識や技術を参加者に体験いただく「ブース」方の訓練を

取り入れ、実施しました。 

　　訓練には、第６Ａ区、第６Ｂ区、第９Ａ区、第11Ａ区、第11Ｂ区、第11Ｃ区、第11Ｄ区の各

行政区の自主防災組織７団体をはじめ、柴田町消防団、柴田町婦人防火クラブ連合会、柴田消

防署などの町内関係機関及び陸上自衛隊、宮城県危機管理課、さらには町と災害応援協定を結

んでいる企業など、21団体、350人を超える方々に参加いただきました。 

　　実際の訓練では、地区住民安否確認訓練をはじめ、避難所解説運営ブース、災害ボランティ

ア運営ブースなど16種目の実践的な訓練を実施することができました。特に、救命救急体験ブ

ースでは、消防署員や消防団員が講師となり、参加者がＡＥＤの使用方法や心肺蘇生法などを

学んだほか、体育館防災機能体験では、総合体育館のマンホールトイレの設置方法やマンホー

ル蓋の開け方など、参加者に体験してもらいました。 

　　訓練終了後の参加者アンケートを確認すると、自分ごととして捉えることができた訓練であ

ったなど好評な意見が多くありました。一方で、今後の検討課題としては、さらなる住民の参

加を増やすため、参加しやすい訓練項目を検討してまいります。 

　　今後も町といたしましては、町民の防災意識向上に努め、「自分の身は自分で守る」ことを

基本にしながら、「災害に強いまちづくり」の実現へ「自助・共助・公助」のそれぞれの役割

を最大限に生かし、連携を密にしながら、最善を尽くしてまいります。 

　　議員各位をはじめ関係機関のご支援、ご協力に対し深く感謝を申し上げ、報告といたします。 
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　　２点目、槻木保育所民営化移管に伴う保育所設置・運営事業者の公募型プロポーザル方式に

よる募集について申し上げます。 

　　槻木保育所を整備し、運営する民間の事業者を選定するため、「柴田町槻木保育所民営化移

管先事業者選定委員会」を令和７年７月から計４回開催し、公募型プロポーザル方式による移

管先事業者の「募集要項」及び「選定要領」を策定しました。 

　　令和７年10月14日に町のホームページに公募型プロポーザルの実施に関する情報を公表し、

11月14日を期限に本事業への参加者を募集したところ、応募の意思を表明した事業者は６者で、

その内訳は、町内で保育施設を運営している事業者が２者、町外で実績を有する事業者が４者

となっております。 

　　今後は、これらの事業者から令和８年１月23日までに槻木保育所の運営等に関する提案書類

を提出していただき、翌２月中旬に各事業者からのプレゼンテーションを受けた上でヒアリン

グを実施し、提案内容を審査します。移管先事業者の候補者を決定するのは、２月下旬の見込

みです。 

　　槻木保育所を民間の事業者に移管するに当たっては、移管先事業者がこれまで培ってきた保

育に関する技術や知識を発揮し、一層質の高い保育が提供できるよう、町としても支援及び助

言をしてまいりますので、議員各位のご理解とご協力をお願い申し上げ、報告といたします。 

　　秋に開催された３つのイベントについて申し上げます。 

　　１つ目は、９月20日から10月５日までの16日間、船岡城址公園を会場に開催した「第13回し

ばた曼殊沙華まつり」についてでございます。 

　　開催期間中には、恒例の「水みくじ」や「インスタグラムフォトキャンペーン」のほか、さ

くらの里前駐車場の一部を会場にして、ステージイベントやキッチンカー出店で盛り上がった

「しゃくなげフェス」など、新しいイベントも開催され、ご参加いただいた方には大変好評で

ございました。 

　　まつり期間中は、ツアーバスや貸切りバスで来場する観光客も見受けられました。また、テ

レビやラジオなどのメディアで紹介していただいた結果、最終的に昨年から129％増の9,840人

の観光客等にご来場いただきました。 

　　２つ目は、10月25日から11月18日までの25日間開催された、柴田の秋の伝統行事、「みやぎ

大菊花展柴田大会」についてでございます。 

　　宮城県内５市２町、７つの団体から各部門に出品された約1,300点の作品が、秋の船岡城址

公園を菊花の香りとともに豪華けんらんに彩りました。11月２日に開催された審査会では、最
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高賞である「内閣総理大臣賞」をはじめ、130点もの作品が表彰に選ばれました。 

　　大会期間中は大変天候に恵まれ、最終的には2,500人の菊愛好者にご来場いただきました。 

　　また、毎年、大阪府貝塚市で開催される、菊の栽培技術を競う日本最大級の品評会である

「第42回日本全国菊花全国大会」において、柴田町菊の会の会員である柴田町民の奥山公彦様

が日本一の「内閣総理大臣賞」を受賞されるという、大変喜ばしく、うれしい報告がございま

した。 

　　３つ目は、11月23日に船岡城址公園で開催した、「雨乞の柚子販売会」でございます。 

　　雨乞の柚子は、入間田の雨乞地区の３軒の生産者が作るブランドで、自生種では北限の柚子

と言われており、一般市場にはほぼ出回らない貴重なユズで、今回、そのユズを買える年に１

度きりの販売会ということや、当日は、地元生産者によるユズ加工品の販売やキッチンカーが

出店した結果、約900人の来場があり、大変盛り上がった秋のイベントとなりました。 

　　今後も、「花のまち柴田」の秋の風物詩として、大勢の観光客が呼び込めるよう取り組んで

まいりますので、議員各位のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、報告といたしま

す。 

　　彼岸花まつり、しゃげフェス、多分みんな分かんないと思うんで、わざわざ「しゃくなげフ

ェス」って言ったんですが、正式には「しゃげフェス」だそうでございます。 

○議長（石森靖明君）　これより議会運営基準により質疑を許します。 

　　質疑は１人１回です。質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　質疑なしと認めます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第４　報告第１８号　専決処分の報告について（令和６年度船岡城址公園・町道 

　　　　　　　　　　　　　　　　　船岡西７号線ほか整備工事請負変更契約について） 

○議長（石森靖明君）　日程第４、報告第18号専決処分の報告について報告を求めます。 

　　町長の登壇を許します。町長。 

　　　　　〔町長　登壇〕 

○町長（滝口　茂君）　ただいま議題となりました報告第18号専決処分の報告についての報告理

由を申し上げます。 

　　今回の報告は、令和６年度柴田町議会９月会議で議決をいただいた令和６年度船岡城址公

園・町道船岡西７号線ほか整備工事請負契約について、変更契約の締結を行った専決処分であ
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ります。 

　　主な変更内容は、船岡城址公園の雨水排水設備工や、砕石舗装工の増工に伴う増額となりま

す。 

　　以上、地方自治法第180条第１項の規定に基づく町長の専決処分指定事項第１項の規定によ

り専決処分したので、報告するものです。 

　　詳細につきましては、担当課長が説明いたします。 

○議長（石森靖明君）　詳細説明を求めます。初めに、財政課長。 

○財政課長（大山　薫君）　それでは、補足説明をいたします。 

　　報告書５ページをお開きください。 

　　専決処分書になります。 

　　令和６年度船岡城址公園・町道船岡西７号線ほか整備工事請負契約につきましては、令和６

年９月20日に議会の議決をいただき、株式会社松浦組と契約を締結しております。 

　　その後、順調に工事を進めてまいりましたが、工事内容の一部に変更が生じたことから、増

額の変更契約を行っております。 

　　専決処分日は令和７年９月19日です。 

　　変更前、１億4,454万円で請負契約を締結しておりましたが、495万2,200円を増額し、変更

後の契約金額を１億4,949万2,200円とするものです。 

　　財政課からは以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　次に、都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤康弘君）　続きまして、工事概要の説明をさせていただきます。 

　　報告第18号関係資料をお開きください。 

　　１ページ目は船岡城址公園の整備工事に関する概要、２ページ目は町道船岡西７号線ほか整

備工事に関する概要となります。 

　　まずは、１ページをご覧ください。 

　　左上に位置図、右上に平面図、左下に標準断面図、右下表に工事概要、数量を記載しており

ます。 

　　凡例といたしまして、緑色で着色した部分が増工による変更箇所、黄色で着色した部分が減

工による変更箇所となります。 

　　船岡城址公園の工区に関して、主な変更点としては３点ございます。 

　　１点目は、駐車場内中央部分を横断していた水路に、直径１メートルのコルゲートパイプを
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設置の際に割栗石置換工を追加したことによる変更です。埋設のための掘削を進めたところ、

軟弱な地盤が確認されたことから、設置面から１メートルの厚さで割栗石に置き換えを行い、

コルゲートパイプの設置地盤の強度を確保したものです。 

　　２点目は、園路広場整備工として、駐車場部分の西側及び南側のスペースを追加したことに

よる増工変更です。この変更により、当初計画では330台の駐車スペースを計画しておりまし

たが、さらに20台程度の駐車が可能となり、合わせて約350台程度が駐車可能となります。 

　　３点目は、船岡城址公園の進入道路のアスファルト舗装の取りやめによる変更となります。

当初は拡幅部分のみ舗装して、暫定で通行する計画でおりましたが、工事発注後に国の追加の

補正予算の内示があったことにより、補正予算分の工事計画で拡幅部も含めた全面舗装が早期

にできることになったことから、一時的な拡幅舗装を取りやめたことによる変更となります。 

　　続きまして、２ページのほうをご覧ください。 

　　町道船岡西７号線ほか整備工事工区に関しての主な変更点は３点となります。 

　　１点目は、町道西側の官民の境界部分の自由勾配側溝の入替え計画から、既存側溝を再利用

した蓋掛工に変更したことによるものです。既存の側溝は官民境界境に設置されておりまし

て、民地側のブロック等の支持を兼ねている区間がございました。そのため、側溝を撤去した

際に民地側のブロック塀が倒壊するなど、構造物に影響を及ぼす可能性があったことから、既

存の側溝を活用した現場打ち施工による蓋掛工に変更したものです。 

　　２点目は、船岡西８号線と船岡西７号線の交差点部分の水路工を減とするものです。当初は

用水のない１月から３月までの施工を計画しておりましたが、支障となる電柱の移転が３月い

っぱいまでかかり施工ができなかったため、本件工事の施工を取りやめ、次期工事の工事計画

に変更したことにより、減となったものです。 

　　３点目は、道路西側の歩道舗装工の面積の変更です。今回の工事で舗装面積の変更とした区

間には民地が張りついておりまして、民家の乗り入れ部分を確保する必要がありました。歩道

の横断勾配を一定に保つため、民地側でのすりつけが必要となることから、この調整に時間を

要し、今回の工事の施工を取りやめ、次期工事計画に変更したことによる減となったもので

す。 

　　以上が工事内容の主な変更内容となりますが、側溝の設置延長など、現地状況に合わせた設

置延長の増減も併せて行っております。 

　　以上で、工事の変更内容の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　これより議会運営基準により質疑を許します。 
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　　質疑回数は１人１回です。質疑ありませんか。６番小田部峰之君。 

○６番（小田部峰之君）　６番小田部峰之です。 

　　今、課長さんの説明で、１ページ目の雨水排水設備工ですね、軟弱地盤だから変更になった

ということですけれども、これは当初分からなかったのか。 

　　そして、これ建設のコスト上がると思うんですけれども、長期的なコスト低減につながるの

かどうか、その辺お伺いいたします。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤康弘君）　２点質問いただきました。 

　　１点目、当初分からなかったのかということではありましたが、設計の段階では表面上の測

量だけで、今回、工事に伴って、試掘を実施しました。そうしたところ、やはり有機質軟弱地

盤が確認されまして、さらにそれを土質試験を行いまして、さらに数値的にも軟弱というのが

確認されたものですから、今回こういった変更を行ったものが１点目になります。 

　　２点目、長期的なコストとしまして、今回こういった対策を取っておかないとですね、後に

コルゲートパイプの中のたるみとか、沈下があって、それを直すとなると、さらに同じ金額が

かかってしまいますので、今回やっておくことで長期的にはコストのダウンにつながるものと

考えております。 

○議長（石森靖明君）　ほかに質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　ほかにないようでございますので、以上で報告第18号専決処分の報告に

ついてを終結いたします。 

　　お諮りいたします。日程第５、議案第28号農業委員会委員の任命について、日程第６、議案

第29号農業委員会委員の任命について、日程第７、議案第30号農業委員会委員の任命につい

て、日程第８、議案第31号農業委員会委員の任命について、日程第９、議案第32号農業委員会

委員の任命について、日程第10、議案第33号農業委員会委員の任命について、日程第11、議案

第34号農業委員会委員の任命について、日程第12、議案第35号農業委員会委員の任命につい

て、日程第13、議案第36号農業委員会委員の任命については人事案件でありますので、議員全

員協議会にお諮りしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　異議なしと認めます。 

　　これより直ちに委員会室において議員全員協議会を開催いたしますので、ご参集をお願いい
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たします。 

　　それでは、ただいまから休憩いたします。 

　　議員全員協議会終了次第、再開いたします。 

　　　　　午前　９時５１分　　休　憩 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　午前１０時０３分　　再　開 

○議長（石森靖明君）　再開いたします。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第　５　議案第２８号　農業委員会委員の任命について 

　　　　　日程第　６　議案第２９号　農業委員会委員の任命について 

　　　　　日程第　７　議案第３０号　農業委員会委員の任命について 

　　　　　日程第　８　議案第３１号　農業委員会委員の任命について 

　　　　　日程第　９　議案第３２号　農業委員会委員の任命について 

　　　　　日程第１０　議案第３３号　農業委員会委員の任命について 

　　　　　日程第１１　議案第３４号　農業委員会委員の任命について 

　　　　　日程第１２　議案第３５号　農業委員会委員の任命について 

　　　　　日程第１３　議案第３６号　農業委員会委員の任命について 

○議長（石森靖明君）　日程第５、議案第28号農業委員会委員の任命についてから日程第13、議

案第36号農業委員会委員の任命についてまでの９件を一括議題といたします。 

　　町長の提案理由の説明を求めます。町長。 

　　　　　〔町長　登壇〕 

○町長（滝口　茂君）　ただいま一括議題となりました議案第28号から議案第36号までの農業委

員会委員の任命についての提案理由を申し上げます。 

　　現農業委員会の委員につきましては、令和８年２月28日をもって任期満了となることから、

新たに農業委員会の委員を任命したいので提案するものです。 

　　９月16日から10月17日までの期間、委員の推薦及び募集を行ったところ、定数９人に対し10

人からの届出がありました。公正性及び透明性を確保するため、11月４日に開催した農業委員

会委員候補者評価委員会での評価結果を踏まえ、９人を選定いたしました。 

　　つきましては、農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項等に関

し、その職務を適切に行うことができる岩間良隆氏、渡邊政芳氏、平間誠氏、笠松浩見氏、山
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下利一氏の認定農業者５人、農業委員会の所掌事項に関し利害関係を有しない者として髙橋義

宣氏、女性農業者として青野礼子氏、大沼あけみ氏、一般農業者として髙橋惠一氏、以上９人

を農業委員会の委員に任命したいので、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により

議会の同意を求めるものでございます。何とぞご同意くださいますようお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　これより質疑に入ります。質疑は一括といたします。質疑に当たっては

議案番号を示して行ってください。質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　質疑なしと認めます。 

　　これより討論に入りますが、議会運営基準により討論は省略いたします。 

　　これより議案第28号農業委員会委員の任命についての採決を行います。 

　　本案はこれに同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

　　　　　〔賛成者起立〕 

○議長（石森靖明君）　起立総員であります。よって、議案第28号農業委員会委員の任命につい

ては、これに同意することに決定いたしました。 

　　これより議案第29号農業委員会委員の任命についての採決を行います。 

　　本案はこれに同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

　　　　　〔賛成者起立〕 

○議長（石森靖明君）　起立総員であります。よって、議案第29号農業委員会委員の任命につい

ては、これに同意することに決定いたしました。 

　　これより議案第30号農業委員会委員の任命についての採決を行います。 

　　本案はこれに同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

　　　　　〔賛成者起立〕 

○議長（石森靖明君）　起立総員であります。よって、議案第30号農業委員会委員の任命につい

ては、これに同意することに決定いたしました。 

　　これより議案第31号農業委員会委員の任命についての採決を行います。 

　　本案はこれに同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

　　　　　〔賛成者起立〕 

○議長（石森靖明君）　起立総員であります。よって、議案第31号農業委員会委員の任命につい

ては、これに同意することに決定いたしました。 

　　これより議案第32号農業委員会委員の任命についての採決を行います。 
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　　本案はこれに同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

　　　　　〔賛成者起立〕 

○議長（石森靖明君）　起立総員であります。よって、議案第32号農業委員会委員の任命につい

ては、これに同意することに決定いたしました。 

　　これより議案第33号農業委員会委員の任命についての採決を行います。 

　　本案はこれに同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

　　　　　〔賛成者起立〕 

○議長（石森靖明君）　起立総員であります。よって、議案第33号農業委員会委員の任命につい

ては、これに同意することに決定いたしました。 

　　これより議案第34号農業委員会委員の任命についての採決を行います。 

　　本案はこれに同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

　　　　　〔賛成者起立〕 

○議長（石森靖明君）　起立総員であります。よって、議案第34号農業委員会委員の任命につい

ては、これに同意することに決定いたしました。 

　　これより議案第35号農業委員会委員の任命についての採決を行います。 

　　本案はこれに同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

　　　　　〔賛成者起立〕 

○議長（石森靖明君）　起立総員であります。よって、議案第35号農業委員会委員の任命につい

ては、これに同意することに決定いたしました。 

　　これより議案第36号農業委員会委員の任命についての採決を行います。 

　　本案はこれに同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

　　　　　〔賛成者起立〕 

○議長（石森靖明君）　起立総員であります。よって、議案第36号農業委員会委員の任命につい

ては、これに同意することに決定いたしました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１４　議案第３７号　宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

○議長（石森靖明君）　日程第14、議案第37号宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更につい

てを議題といたします。 

　　町長の提案理由の説明を求めます。町長。 

　　　　　〔町長　登壇〕 
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○町長（滝口　茂君）　ただいま議題となりました議案第37号宮城県市町村職員退職手当組合規

約の変更についての提案理由を申し上げます。 

　　宮城県市町村職員退職手当組合は、設立時から当組合の議会議員等に対し議員報酬等を支給

していませんでしたが、近年の組合加入職員数の増加や定年延長に伴う職員数の動向など検討

すべき事項が増え、組合設立時よりも業務が増加している状況にあることから、地方自治法の

趣旨に鑑み当組合の議会議員等に対して議員報酬等を支給するため、宮城県市町村職員退職手

当組合規約の一部を変更するものです。 

　　詳細につきましては担当課長が説明いたしますので、原案のとおり可決くださいますようお

願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　補足説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（藤原輝美幸君）　それでは、補足説明をいたします。 

　　議案書21ページをお開きください。 

　　町長が申し上げました提案理由のとおり、宮城県市町村職員退職手当組合の議会議員等につ

いて、議員報酬等を支給するものです。 

　　23ページをお開きください。 

　　これは、当組合規約の一部を変更する規約でございます。 

　　この変更内容については、別に配付しております議案第37号関係資料をご覧ください。 

　　改正前の第８条及び第10条第５項を削除することにより、当組合の議会議員等に対して、議

員報酬等の支給を可能とするものです。支給対象者は組合長以下12名で、全体で年間約100万

円、１人当たりでは年間で数万円の費用が発生する見込みです。 

　　なお、これにより構成自治体等の負担金の増額はございません。 

　　施行日は令和８年４月１日となります。 

　　説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　本件に対する質疑は後日の本会議で行います。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１５　議案第３８号　柴田町障害児通園施設条例を廃止する条例 

○議長（石森靖明君）　日程第15、議案第38号柴田町障害児通園施設条例を廃止する条例を議題

といたします。 

　　町長の提案理由の説明を求めます。町長。 

　　　　　〔町長　登壇〕 
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○町長（滝口　茂君）　ただいま議題となりました議案第38号柴田町障害児通園施設条例を廃止

する条例についての提案理由を申し上げます。 

　　柴田町障害児通園施設むつみ学園は、社会情勢の変化により働く保護者の増加とニーズの多

様化に伴い、母子通所型施設の需要が減少していることから、運営費を負担している１市４町

で協議を重ね、令和８年３月31日で閉園することと決定したため、条例を廃止するものです。 

　　詳細につきましては担当課長が説明いたしますので、原案のとおり可決くださいますようお

願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　補足説明を求めます。子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長（真嶋朱美君）　それでは、議案第38号柴田町障害児通園施設条例を廃止する

条例について詳細説明を申し上げます。 

　　議案書25ページをお開きください。 

　　今回の提案は、昭和50年から母子通所型の児童発達支援事業所として運営してまいりました

柴田町障害児通園施設むつみ学園は、民間事業者が運営する単独通所型の児童発達支援事業所

が増加したことに伴い、令和元年度以降、むつみ学園の利用者が年々減少し、令和６年度中の

利用者が３人となったことから、運営費を負担している１市４町で協議を重ねた結果、今年度

で閉園することを決定したものです。 

　　それでは、条例の説明になります。 

　　柴田町障害児通園施設条例は廃止いたします。 

　　続きまして、附則です。 

　　第１項は、この条例の施行日を令和８年４月１日とするものです。 

　　第２項は、条例の廃止に伴う経過措置を定めたものです。 

　　廃止前の柴田町障害児通園施設条例第６条に規定されている使用料の徴収については、引き

続き適用されるものです。 

　　以上、詳細説明とさせていただきます。よろしくご審議願います。 

○議長（石森靖明君）　本件に対する質疑は後日の本会議で行います。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１６　議案第３９号　柴田町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を定める条例 

○議長（石森靖明君）　日程第16、議案第39号柴田町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例を議題といたします。 



１６

　　町長の提案理由の説明を求めます。町長。 

　　　　　〔町長　登壇〕 

○町長（滝口　茂君）　ただいま議題となりました議案第39号柴田町乳児等通園支援事業の設備

及び運営に関する基準を定める条例についての提案理由を申し上げます。 

　　この条例は、児童福祉法第34条の16第１項の規定に基づき、乳児等通園支援事業、通称「こ

ども誰でも通園制度」の設備及び運営の基準に関し必要な事項を定めるもので、令和８年度か

らの制度導入に向け、条例を制定するものです。 

　　詳細につきましては担当課長が説明いたしますので、原案のとおり可決くださいますようお

願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　補足説明を求めます。子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長（真嶋朱美君）　それでは、議案第39号柴田町乳児等通園支援事業の設備及び

運営に関する基準を定める条例について、説明を申し上げます。 

　　議案書27ページをお開きください。 

　　この条例は、令和６年６月に子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律が公布されたこ

とに伴い、児童福祉法の一部が改正され、市町村に乳児等通園支援事業、いわゆるこども誰で

も通園制度の実施が義務づけられ、乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を条例で

定めなければならないとされたことから、内閣府令で示された基準に基づき、本町における基

準を新たに定めるものです。 

　　なお、乳児等通園支援事業とは、保育所等に入所していないゼロ歳６か月から満３歳未満の

子どもを対象に、保護者の就労要件を問わず、月一定時間の利用可能枠の中で、保育所等の施

設を利用できる事業です。 

　　まず、目次により条例の構成について説明いたします。 

　　第１章は、総則として第１条から第19条からなり、条例の趣旨や目的、基本的な考え方など

を定めています。 

　　第２章は、より具体的な設備や運営について定めており、第１節から第３節で構成されてお

ります。 

　　第３章は、雑則として事業に必要なその他の事項を定めています。 

　　次に、本条例の主な内容について説明いたします。 

　　第１章、総則です。 

　　第１条は条例の趣旨について、第２条はこの条例に定める基準、いわゆる設備及び運営に関
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する最低基準の目的等について定めるもので、第３条では、町長は、附属機関である柴田町子

ども・子育て会議に意見を聴いた上で、乳児等通園支援事業者に対し、設備及び運営を常に向

上させるように勧告できることを定めるものです。 

　　28ページをお開きください。 

　　第４条は、乳児等通園支援事業者は、最低基準の水準を向上させるよう努めるとともに、低

下させてはならないこと。 

　　第５条は、事業者の一般原則について定めるものです。 

　　第６条は事業者が行うべき非常災害に関する対策について、第７条は乳児等通園支援事業所

における安全計画の策定等について定めるものです。 

　　29ページをご覧ください。 

　　第８条は事業者が自動車を運行する場合の利用乳幼児の所在の確認について、第９条及び第

10条は、事業者の職員の一般的要件等について、第11条はほかの社会福祉施設と併せて設置す

るときの設備及び職員の基準について、第12条及び第13条は利用乳幼児に対して平等に取り扱

う原則や虐待等の防止について、第14条は衛生管理等について定めるものです。 

　　30ページをお開きください。 

　　第15条は事業者が食事の提供を行う場合の設備について、第16条及び第17条は事業者が定め

るべき事業の運営についての重要事項に関する規定及び整備する帳簿について、第18条は職員

の秘密保持について、第19条は事業者が行う苦情への対応について定めるものです。 

　　31ページをご覧ください。 

　　第２章、第１節通則となります。 

　　第20条は乳児と通園支援事業の区分ということで、一般型乳児等通園支援事業と余裕活用型

乳児等通園支援事業の定義について定めるものです。 

　　第２節は一般型乳児等通園支援事業について定めており、第21条は設備の基準として、保育

室等の面積等について定めるものです。 

　　33ページのほうをお開きください。 

　　ページ中ほど、第22条職員についてとなります。一般型乳児等通園支援事業所には、保育士

等を置くこと及びその配置数等を定めているものです。 

　　34ページをお開きください。 

　　第23条は乳児等通園支援の内容について、第24条は保護者との連絡について定めるものです。 

　　続きまして、第３節は余裕活用型乳児等通園支援事業について定めております。 
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　　第25条は設備及び職員の基準を定めるもので、第26条は支援の内容及び保護者との連絡につ

いて、一般型乳児等通園支援事業の条文を準用することを定めるものです。 

　　次に、第３章、雑則です。 

　　第27条は、電磁的記録について定めるものであります。 

　　35ページをご覧ください。 

　　附則です。 

　　この条例の施行日を、令和８年４月１日と定めるものです。 

　　詳細説明は以上となります。よろしくご審議願います。 

○議長（石森靖明君）　本件に対する質疑は後日の本会議で行います。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１７　議案第４０号　柴田町非常勤消防団員の定員、任免、給与、服務等に関 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　する条例の一部を改正する条例 

○議長（石森靖明君）　日程第17、議案第40号柴田町非常勤消防団員の定員、任免、給与、服務

等に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

　　町長の提案理由の説明を求めます。町長。 

　　　　　〔町長　登壇〕 

○町長（滝口　茂君）　ただいま議題となりました議案第40号柴田町非常勤消防団員の定員、任

免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例についての提案理由を申し上げます。 

　　今回の条例改正は、本町の消防団の団員数は減少傾向にあり、定員数との乖離が生じている

ことから、実情に応じた定員数に見直すものでございます。 

　　詳細につきましては危機管理監が説明いたしますので、原案のとおり可決くださいますよう

お願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　補足説明を求めます。危機管理監。 

○危機管理監（太田健博君）　それでは、議案第40号柴田町非常勤消防団員の定員、任免、給与、

服務等に関する条例の一部を改正する条例について補足説明いたします。 

　　議案書37ページになります。 

　　今回の改正は、町長が提案理由で申し上げましたとおり、全国的に消防団員の数が減少傾向

にある中、本町においても同様に団員数が減少している状況を踏まえ、現行の柴田町消防団員

の定員数と実際の団員数との間に生じている乖離を解消し、地域の実情に応じた適正な定数に

見直すことを目的とするものです。 
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　　現行の条例では、消防団員の定数を300人と定めておりますが、令和７年12月１日時点の団

員数は236人であり、充足率は78％と乖離が生じている状況です。 

　　国の指針においても、消防団員の総数については、業務を円滑に遂行するために地域の実情

に応じ必要な数と示されております。 

　　この現状と国の指針を踏まえ、柴田町消防団員の定員数について、実情に応じた定員数に見

直すものです。 

　　改正の内容でございます。 

　　改正後、第２条第１項になります。 

　　消防団員の定員数については、消防組織法の規定に基づき、町の条例で定めているところで

す。今回、現行の定員300人から250人へと改正を行います。この改正後の定員数250人につい

ては、小型ポンプ操作の運用要員などを基準とし、業務遂行に必要な人員を積み上げた上での

定員数として算出しております。 

　　附則になります。 

　　本条例は、令和８年４月１日から施行いたします。 

　　以上で詳細説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　本件に対する質疑は後日の本会議で行います。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１８　議案第４１号　柴田町公共施設使用料の適正化に係る関係条例の整備に 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　関する条例 

○議長（石森靖明君）　日程第18、議案第41号柴田町公共施設使用料の適正化に係る関係条例の

整備に関する条例を議題といたします。 

　　町長の提案理由の説明を求めます。町長。 

　　　　　〔町長　登壇〕 

○町長（滝口　茂君）　ただいま議題となりました議案第41号柴田町公共施設使用料の適正化に

係る関係条例の整備に関する条例についての提案理由を申し上げます。 

　　今回の条例改正は、物価高騰等の影響を受けて、船岡駅及び槻木駅の駐車場、自動車駐車場

及び観光物産スクエア、柴田町社会教育施設、社会体育施設並びに学校体育施設の使用料の改

定を行うものです。 

　　詳細につきましては担当課長が説明いたしますので、原案のとおり可決くださいますようお

願いいたします。 
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　　訂正をさせていただきます。自転車駐車場の誤りでございました。 

○議長（石森靖明君）　補足説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（大山　薫君）　それでは、議案第41号について補足説明をいたします。 

　　消費税率の引上げ、電気料金の値上げ、物価及び人件費の高騰等を踏まえ、公民館等の社会

教育施設、体育館等の社会体育施設及び学校体育施設並びに船岡駅、槻木駅のコミュニティプ

ラザ、駐車場及び自転車駐車場の使用料について見直し、現在の使用料に一律20％を乗じ、10

円未満を切り上げた額を加算するほか、一部の施設においては利用時間等についても見直しを

行うものです。 

　　議案書39ページをお開きください。 

　　柴田町公共施設使用料の適正化に係る関係条例の整備に関する条例です。 

　　第１条から第９条までございます。 

　　整備条例になります。 

　　第１条、柴田町都市公園条例の一部改正です。 

　　44ページをお開きください。 

　　別表第２の舘山テニスコート、葛岡山テニスコートについて、別記に改正前の供用日の欄中、

ただし書で規定しております、月曜日の利用ができない規定を削り、供用時間については、夏

の猛暑の影響により利用キャンセルが相次いだことから、気温が上がる前の時間からの利用を

可能とするため、舘山テニスコートについては供用開始時間を午前９時から、別記１、改正後

の供用開始時間を午前７時に、葛岡山テニスコートについては終了時間も延長し、午前９時か

ら午後５時までを、午前７時から午後７時までに改めるものです。 

　　45ページの別表第３につきましては、使用区分の字句の改めと使用料の額の改正となります。 

　　ページ戻りまして、39ページをお開きください。 

　　次に、第２条柴田町農村環境改善センター条例の一部改正です。 

　　農村環境改善センターの各室の使用料の改正となります。 

　　改正内容は、議案書46ページ記載のとおりです。 

　　次に、第３条、柴田町学校体育施設の開放に関する条例の一部改正です。 

　　柴田町学校体育施設の開放に関する条例第２条に規定する、開放する学校の体育施設にテニ

スコートを加えるものです。 

　　40ページをお開きください。 

　　第４条第２項で規定する登録する団体の基準について、近年の各団体の構成員の多様化に鑑
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み、改正前の欄「町内に住所を有する者10人以上」から、改正後の欄「５人以上であってその

半数以上を町内に住所を有する者」に改めるものです。 

　　次に、別表では、使用料の改正と併せて、体育館、武道館の使用時間について、午前の利用

が改正前の欄、午前９時から正午までであったものを、利便性向上を目的に１時間延長して、

改正後の欄ですね、午前９時から午後１時までとし、表中に新たにテニスコートの区分を追加

するものです。 

　　次に、第４条、柴田町駐車場条例の一部改正です。 

　　使用料の改正に加え、施設使用の利便性向上のため、駐車時間の６時間までの区分と12時間

までの区分の間に、新たに改正後の欄、９時間までの区分を新設するものです。 

　　41ページをお開きください。 

　　第５条、柴田町自転車駐車場条例の一部改正です。 

　　使用区分の字句の改めと、使用料の改正となります。 

　　次に、第６条、しばたの郷土館条例の一部改正です。 

　　別表に規定する各室使用料の改正を行うものです。 

　　改正内容につきましては、議案書47ページ記載のとおりです。 

　　次に、第７条、柴田町コミュニティプラザ条例の一部改正です。 

　　42ページをお開きください。 

　　使用料の改正に加え、営利を目的とする利用を可能とし、その使用料については、営利を目

的としない場合の２倍とする旨を改正後の欄、別表の備考第２項に規定するものです。 

　　次に、第８条、柴田町公民館条例の一部改正です。 

　　別表第１及び別表第２に規定する各室使用料を改正するものです。 

　　改正内容は、議案書47ページから53ページまでに記載のとおりです。 

　　次に、第９条、柴田町体育施設条例の一部改正です。 

　　第３条の表中、船岡体育館の休業日の規定で毎週月曜日を休業日としておりますが、利用者

の利便性向上のため、改正後の欄、月１回、毎月の第３月曜日を休業日とするよう規定を改め

るものです。 

　　議案書54ページから57ページをご覧ください。 

　　別表中の使用料を改正することと併せて、別記13、改正後、１、船岡体育館、ア、施設使用

料の表では、新たにミーティングルームの使用区分を追加し、午前の利用時間については、午

前９時から正午までを、午前９時から午後１時までと１時間延長するものです。 
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　　次の２、柴田町総合運動場のア、施設使用料の表中、午前の利用時間について、午前９時か

ら正午までを、午前９時から午後１時までと１時間延長し、放送室の使用区分及び議案書57ペ

ージをお開きください、イ、照明使用料の表中、入場料を徴収しない場合に規定している町内

者と町外者の区分について、照明使用料という実費相当分を徴収する項目であることから、こ

の区分を廃止するよう改正するものです。 

　　58ページをお開きください。 

　　関係条例の整備に関する条例の附則になります。 

　　附則第１項、施行期日です。この条例は、令和８年７月１日から施行するものです。 

　　附則第２項から第４項までの規定は、この条例の施行日前の準備行為及びみなし規定などの

経過措置について定めるものです。 

　　なお、附則第１項のただし書、次項の規定は、公布の日から施行するの規定により、附則第

２項の経過措置の規定の適用については、この条例の公布の日から施行すると定めるものでご

ざいます。 

　　説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　本件に対する質疑は後日の本会議で行います。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１９　議案第４２号　柴田町給水条例及び柴田町下水道条例の一部を改正する 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　条例 

○議長（石森靖明君）　日程第19、議案第42号柴田町給水条例及び柴田町下水道条例の一部を改

正する条例を議題といたします。 

　　町長の提案理由の説明を求めます。町長。 

　　　　　〔町長　登壇〕 

○町長（滝口　茂君）　ただいま議題となりました議案第42号柴田町給水条例及び柴田町下水道

条例の一部を改正する条例についての提案理由を申し上げます。 

　　今回の条例改正は、水道施設台帳の管路施設平面図や下水道台帳の写し等を交付する場合に、

手数料を徴収する項目を追加するものです。 

　　詳細につきましては担当課長が説明いたしますので、原案のとおり可決くださいますようお

願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　補足説明を求めます。上下水道課長。 

○上下水道課長（平間一行君）　それでは、議案第42号柴田町給水条例及び柴田町下水道条例の
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一部を改正する条例について詳細説明をいたします。 

　　今回の改正は、受益と負担の公平性の観点から、これまで無料としていた水道施設台帳の管

路施設平面図及び工事図面の写しや下水道台帳図の写し等の交付について新たに手数料を徴す

ることができるよう、柴田町給水条例及び柴田町下水道条例の一部を改正するものです。 

　　議案書59ページをお開きください。 

　　初めに、第１条、柴田町給水条例の一部改正について説明いたします。 

　　条文についてですが、第29条第１項に、第11号と第12号を追加します。 

　　第11号は、水道施設台帳の管路施設平面図及び工事図面の写しを交付するとき、１枚当たり

300円を徴するものです。 

　　第12号は、第５条第１項の規定による申込みに係る書類、給水装置工事施工承認申請書の平

面図、立面図、管の種類や口径などが記載されているものの写しを交付するとき、１件当たり

300円を徴するものです。 

　　次に、第２条、柴田町下水道条例の一部改正について説明いたします。 

　　条文についてですが、第30条第１項に、第３号と第４号と第５号を追加します。 

　　第３号は、下水道台帳の写しを交付するとき、１枚当たり300円を徴するものです。 

　　第４号は、第５条第１項の申請書及びこれに添付した書類、排水設備等確認申請書に添付し

てある平面図、管の種類や口径、勾配、ますの位置などが記載されているものの写しを交付す

るとき、１件当たり300円を徴するものです。 

　　第５号は、第24条の申請書及びこれに添付した図面、物件設置許可申請書に添付してある平

面図、管の種類や口径、勾配、マンホールや、ますの位置などが記載されているものの写しを

交付するとき、１件当たり300円を徴するものです。 

　　なお、交付手数料の金額につきましては、既に手数料を徴している近隣自治体の例により設

定いたしました。 

　　附則です。 

　　この条例は、令和８年４月１日から施行するものです。 

　　以上で詳細説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　本件に対する質疑は後日の本会議で行います。 

　　ただいまから休憩いたします。 

　　10時50分再開します。 

　　　　　午前１０時３９分　　休　憩 
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　　　　　午前１０時５０分　　再　開 

○議長（石森靖明君）　再開いたします。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第２０　議案第４３号　損害賠償の額を定めることについて 

　　　　　日程第２１　議案第４４号　損害賠償の額を定めることについて 

○議長（石森靖明君）　日程第20、議案第43号損害賠償の額を定めることについて、日程第21、

議案第44号損害賠償の額を定めることについて、以上２件を一括議題といたします。 

　　町長の提案理由の説明を求めます。町長。 

　　　　　〔町長　登壇〕 

○町長（滝口　茂君）　ただいま議題となりました議案第43号及び議案第44号損害賠償の額を定

めることについての提案理由を申し上げます。 

　　本案は地方公共団体情報システムの標準化に伴い、令和３年10月14日付で締結した令和３年

度住民情報システム機器リース料（債務負担行為）及び令和４年５月13日付で締結した令和４

年度滞納整理システムリース料（長期継続続契約）のそれぞれの契約を解除することによる契

約相手方の損害に関し、その額を定めることについて地方自治法第96条第１項第13号の規定に

より、議会の議決を求めるものでございます。 

　　詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○議長（石森靖明君）　補足説明を求めます。初めに、議案第43号について、まちづくり政策課

長。 

○まちづくり政策課長（熊谷英樹君）　それでは、議案第43号損害賠償の額を定めることについ

て補足説明いたします。 

　　議案書61ページをご覧ください。 

　　地方公共団体情報システムの標準化に関する法律に基づき、地方公共団体では、令和７年度

までに住民記録などの標準化対象事務について、標準化基準に適合した情報システム、いわゆ

る標準準拠システムに移行しなければなりません。 

　　本町では、標準準拠システムに対応した新たなシステム機器を令和８年１月からリースする

こととしております。 

　　しかし、令和３年度に契約した従来の住民情報システム機器リースの契約期間が令和８年３

月末まであり、賃貸借期間内に契約を解約する場合に解約金を支払うことが契約書で定められ
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ていることから、令和８年１月分から３月分までの３か月間のリース料570万2,400円を支払う

義務が生じるものです。 

　　なお、解約金を支払うことにより、国のデジタル基盤改革支援補助金として、従来システム

のサーバーのリース残債分229万3,500円については補助されるものです。 

　　以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　次に、議案第44号について、税務課長。 

○税務課長（渡辺　潤君）　議案第44号損害賠償の額を定めることについて、詳細説明を申し上

げます。 

　　議案書63ページをお開きください。 

　　この議案については、11月28日の議員全員協議会で情報提供させていただいた件となります。 

　　損害賠償をしなければいけなくなった理由、経緯などは、先ほどの議案第43号でまちづくり

政策課長が説明させていただいた内容と重複いたしますが、契約期間が令和８年３月末まであ

る滞納整理システムリースについて、令和７年12月末をもって契約解除となるものです。この

契約期間を残し契約を解除する場合、解約金を支払うことが契約書で定められていることから、

令和８年１月分から３月分の３か月間のリース料170万9,400円をテクノ・マインド株式会社に

支払う義務が生じるものです。 

　　また、この解約金については、国のデジタル基盤改革支援補助金として、サーバー関連費用

10万5,600円が補助対象となるものです。 

　　以上、損害賠償の額を定めることの詳細説明となります。ご審議くださいますよう、よろし

くお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　本件２件に対する質疑は後日の本会議で行います。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第２２　議案第４５号　令和７年度（仮称）地域防災センター整備工事請負契約 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　について 

○議長（石森靖明君）　日程第22、議案第45号令和７年度（仮称）地域防災センター整備工事請

負契約についてを議題といたします。 

　　町長の提案理由の説明を求めます。町長。 

　　　　　〔町長　登壇〕 

○町長（滝口　茂君）　ただいま議題となりました議案第45号令和７年度（仮称）地域防災セン

ター整備工事請負契約についての提案理由を申し上げます。 
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　　（仮称）地域防災センターは、通常時は災害対応車両の保管や備蓄材等の保管倉庫として使

用し、有事の際には物資の仕分などを行う災害対応拠点となるよう整備するもので、既決予算

に基づき、10月９日に特別簡易型総合評価落札方式による制限付一般競争入札の公告を行い、

11月10日に入札を執行いたしました。 

　　入札参加業者は、株式会社サカモト、株式会社四保工務店、株式会社松浦組の３者でありま

した。 

　　入札を執行した結果、株式会社四保工務店と１億5,224万円で工事請負仮契約を11月11日に

締結いたしました。 

　　つきましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規

定により、議会の議決を求めるものでございます。 

　　詳細につきましては担当課長が説明いたしますので、原案のとおり可決くださいますようお

願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　補足説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（大山　薫君）　それでは、議案第45号令和７年度（仮称）地域防災センター整備工

事請負契約に係る入札と契約に関する説明をいたします。 

　　今回の工事につきましては、工事設計額が5,000万円を超えることから、工事の品質確保の

観点などから、入札方針により、施工能力などの価格以外の要素と、価格を総合的に評価して

落札者を決定する特別簡易型総合評価落札方式による制限付一般競争入札により行うことを決

定し、宮城県内の名取市以南の４市９町に本店、または承認を受けた委任先を有する事業者で、

建設業法に規定する特定建設業の許可を受けていること、さらには、価格と品質の両面から、

総合的に優れた事業者を確保する観点から、経営事項審査での総合評価値が建築工事において

750点以上であることを条件として執行しております。 

　　入札の結果を説明いたします。 

　　議案第45号関係資料の３ページをご覧ください。 

　　10月９日に制限付一般競争入札の公告を行い、入札参加申請書が提出された申請者について

入札参加資格を審査し、承認した３事業者の参加により11月10日入札を執行いたしました。 

　　５ページをお願いいたします。 

　　予定価格は消費税抜きで１億4,380万円で、最低制限価格は消費税抜きで１億2,223万円です。 

　　入札の結果、第１回目の入札で金額１億3,840万円で応札し、価格以外の評価点と価格評価

点を合算した総合評価点数が100点で１番であった株式会社四保工務店を落札者といたしまし
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た。 

　　11月11日に仮契約を締結し、工期は議決日の翌日以降から令和８年７月31日までとなります。 

　　以上、入札と契約に係る内容についての説明となります。 

　　続きまして、工事内容について説明いたします。 

　　今回の（仮称）地域防災センター整備工事は、庁舎東側隣接地に、通常時は災害対応車両の

保管や備蓄材等の保管倉庫として使用し、有事の際には物資の仕分などを行う災害対応拠点と

なるよう整備するものです。 

　　資料の７ページをお願いいたします。 

　　（仮称）地域防災センター整備工事の位置図と概要、平面図、立面図となります。 

　　概要欄をご覧ください。 

　　構造は鉄骨造平屋で、一部二階建てとなります。 

　　敷地面積は1,114.40平方メートル、建築面積は375.84平方メートル、延べ床面積は437.13平

方メートルになります。 

　　右側の平面図をご覧ください。 

　　配置図、１階平面図です。 

　　西側の町道、船岡中央11号線からの進入口が、北側と南側の２か所となります。 

　　１階部分の東側に、二階建ての防災備蓄材等の保管倉庫を設けます。 

　　次に、平屋部分が災害対応車両などの駐車スペースとして整備いたします。 

　　また、電気自動車、プラグインハイブリッド車用の電源供給口やタイヤラックを設置いたし

ます。 

　　この駐車スペースは有事の際、災害対応車両などを移動させることにより、屋根つきの物資

の仕分作業スペースなどとしての活用が可能となります。 

　　次に、二階建て部分の南側敷地には作業スペースを設けます。これは洗車作業やタイヤ交換

作業を行うためのエリアとして整備いたします。 

　　次に、敷地、北側の部分は露天の駐車スペースとなります。 

　　続きまして、下のほうの立面図をご覧ください。 

　　上のほうですね、南側立面図は左から町道船岡中央11号線、中央部分が平屋の災害対応車両

の駐車スペース、右側に二階建ての防災備蓄材等の保管倉庫となります。建物の出入り口はシ

ャッターとなります。 

　　下の北側立面図は、左から二階建ての防災備蓄材等の保管倉庫、中央部分が平屋の災害対応
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車両の駐車スペース、右側が町道船岡中央11号線になります。二階建ての防災備蓄材等の保管

倉庫への出入りのため、北側に開閉扉を設置いたします。 

　　以上で工事内容の説明といたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　本件に対する質疑は後日の本会議で行います。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第２３　議案第４６号　令和７年度柴田町一般会計補正予算 

　　　　　日程第２４　議案第４７号　令和７年度柴田町国民健康保険事業特別会計補正予算 

　　　　　日程第２５　議案第４８号　令和７年度柴田町介護保険事業特別会計補正予算 

　　　　　日程第２６　議案第４９号　令和７年度柴田町後期高齢者医療特別会計補正予算 

　　　　　日程第２７　議案第５０号　令和７年度柴田町水道事業会計補正予算 

　　　　　日程第２８　議案第５１号　令和７年度柴田町下水道事業会計補正予算 

○議長（石森靖明君）　日程第23、議案第46号令和７年度柴田町一般会計補正予算、日程第24、

議案第47号令和７年度柴田町国民健康保険事業特別会計補正予算、日程第25、議案第48号令和

７年度柴田町介護保険特別会計補正予算、日程第26、議案第49号令和７年度柴田町後期高齢者

医療特別会計補正予算、日程第27、議案第50号令和７年度柴田町水道事業会計補正予算、日程

第28、議案第51号令和７年度柴田町下水道事業会計補正予算、以上６件を一括議題といたしま

す。 

　　町長の提案理由の説明を求めます。町長。 

　　　　　〔町長　登壇〕 

○町長（滝口　茂君）　ただいま一括議題となりました議案第46号令和７年度柴田町一般会計補

正予算から議案第51号令和７年度柴田町下水道事業会計補正予算までについての提案理由を申

し上げます。 

　　議案第46号につきましては、歳出では、民生費における、障害福祉サービス給付費をはじめ

とする障害者支援事業費のほか、みやぎ県南中核病院負担金などの経費について増額するもの

です。また、事業費の確定した既決予算について減額を行っております。 

　　歳入では、今回の補正予算に伴う事業費の財源として、町税、国県支出金、寄附金、繰入金、

町債などについて増額するものです。 

　　あわせて、繰越明許費及び債務負担行為の追加並びに地方債の追加及び変更を行います。 

　　歳入歳出それぞれ３億7,445万6,000円を増額し、補正後の予算総額は156億7,511万6,000円

となります。 
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　　議案第47号につきましては、主に歳入では、財政調整基金繰入金を増額し、歳出では、諸支

出金を増額するものです。 

　　あわせて、債務負担行為の追加を行います。 

　　歳入歳出それぞれ118万9,000円を増額し、補正後の予算総額は39億6,650万8,000円となりま

す。 

　　議案第48号につきましては、主に歳入では、国庫補助金及び一般会計繰入金を増額し、歳出

では、総務費等を増額するものです。 

　　あわせて、債務負担行為の追加及び変更を行います。 

　　歳入歳出それぞれ261万8,000円を増額し、補正後の予算総額は33億5,785万4,000円となりま

す。 

　　議案第49号につきましては、歳入では、保険基盤安定繰入金の確定見込みによる減額をし、

歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金を減額するものです。 

　　あわせて、債務負担行為の追加を行います。 

　　歳入歳出それぞれ384万4,000円を減額し、補正後の予算総額は５億6,515万9,000円となりま

す。 

　　議案第50号につきましては、水道事業会計運用支援委託料、水道お客様センター新築工事に

伴う設計委託料及び施設更新等に伴う工事請負費を増額するものです。 

　　あわせて、債務負担行為の追加を行います。 

　　収益的収入及び資本的収入のいずれも収入の補正はなく、支出のみの増額となります。 

　　収益的支出は400万円を増額し、補正後の予算総額は10億5,281万3,000円となります。 

　　資本的支出は1,700万円を増額し、補正後の予算総額は５億9,399万円となります。 

　　議案第51号につきましては、人件費の増額と、債務負担行為の追加を行います。 

　　収益的収入及び資本的収入のいずれも収入の補正はなく、支出のみの増額となります。 

　　収益的支出は25万8,000円を増額し、補正後の予算総額は11億9,397万9,000円となります。 

　　資本的支出は31万5000円を増額し、補正後の予算総額は12億4,645万2,000円となります。 

　　詳細につきましては担当課長から説明いたしますので、原案のとおり可決くださいますよう

お願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　補足説明を求めます。初めに、議案第46号について、財政課長。 

○財政課長（大山　薫君）　それでは、補足説明をいたします。 

　　議案書67ページをお開きください。 
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　　議案第46号令和７年度柴田町一般会計補正予算です。 

　　町長が申し上げました提案理由のとおり、歳入歳出予算の増額補正を行うとともに、繰越明

許費、債務負担行為及び地方債の追加及び変更を行うものです。 

　　72ページをお開きください。 

　　第２表、繰越し明許費補正です。 

　　追加３件です。 

　　８款２項道路橋梁費、一般町道維持管理事業903万円は、町道上川名４号線橋梁補修実施設

計委託料及び町道上川名４号線ほか橋梁補修工事について、国補助事業の変更申請手続に不測

の日数を要し、令和７年度内の完了が見込めないことから、繰越明許費を追加するものです。 

　　次の防災・安全社会資本整備交付金事業（道路新設改良事業）4,265万円は、町道四日市場

１号線ほか２路線用地測量委託料及び橋梁予備設計委託料について、河川協議に時間を要し、

令和７年度内の完了が見込めないことから、繰越明許費を追加するものです。 

　　８款４項都市計画費、駅周辺管理事業2,000万円は、船岡駅自由通路（町道船岡土手内45号

線）昇降機更新工事について、制御盤の製作に時間を要し、令和７年度内の完了が見込めない

ことから、繰越明許費を追加するものです。 

　　73ページをお開きください。 

　　第３表、債務負担行為補正です。 

　　追加38件です。 

　　主に、令和８年度当初から事務事業を実施するために今年度中に契約行為などの事前手続を

行う必要があるため、債務負担行為として追加するものです。 

　　74ページをお開きください。 

　　上から13行目、船岡城址公園スロープカー整備工事（電気設備及び下部工）は、上部工の進

捗に伴い、電気設備及び下部工整備を推進する必要がありますが、電気設備等の納期が令和８

年度以降にわたることから、債務負担行為を設定するものです。 

　　75ページをお開きください。 

　　第４表、地方債補正です。 

　　追加は１件です。 

　　道路メンテナンス事業費として、限度額310万円を計上しております。歳出の８款２項２目

道路維持費に補正計上しております事業費の財源とするものです。 

　　次に、変更２件です。 
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　　河川整備事業費として限度額を3,610万円、地方道路等整備事業費として限度額を7,000万円

とする変更は、それぞれ歳出の８款３項１目河川管理費及び８款４項４目駅周辺整備管理費に

補正計上しております事業費の財源とするものです。 

　　78ページをお開きください。 

　　一般会計補正予算に関する説明書になります。 

　　歳入歳出補正予算事項別明細書。 

　　２、歳入です。 

　　主なものについて説明いたします。 

　　16款１項１目４節社会福祉費負担金8,574万3,000円の増は、歳出の障害者支援事業費におい

て給付費の増加が見込まれることから、その財源である国からの障害者総合支援給付費負担金

等について増額補正するものです。 

　　その下の段、５節児童手当負担金3,746万2,000円の増は、歳出の児童措置費において児童手

当の増が見込まれるため、国からの児童手当交付金について増額補正するものです。 

　　79ページをお開きください。 

　　17款１項１目民生費県負担金4,581万2,000円の増は、主に民生費国庫負担金と同じ理由によ

る障害者総合支援給付費負担金などの増によるものです。 

　　80ページをお開きください。 

　　19款１項２目ふるさと応援寄附金において、企業版ふるさと柴田応援寄附金670万円を計上

しております。これは町外企業４社からの寄附を受けたもので、歳出では、民生費児童福祉総

務費の槻木保育所ゆとり保育室空調機設置工事や、教育費保健体育総務費の社会体育施設用備

品などに充当しております。 

　　３目の土木費寄附金は、町内企業１社から植栽活動のために役立てていただきたいと寄附を

受けたもので、歳出では、土木費公園緑地費の公園樹木等管理委託料に充当しております。 

　　次に、20款１項２目基金繰入金１億3,081万2,000円の増は、財政調整基金から１億1,988万

2,000円を、ふるさと柴田応援基金から1,093万円を、それぞれ補正財源として繰入れするもの

です。これにより財政調整基金の残高は約12億6,100万円となり、ふるさと柴田応援基金の残

高は約４億5,800万円を見込んでおります。 

　　81ページをお開きください。 

　　22款４項２目雑入において、デジタル基盤改革支援補助金について、交付額の変更により

1,266万7,000円を増額補正するものです。主に、歳出の総務費情報政策費及び賦課徴収費に充
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当しております。 

　　次に、３目過年度収入458万5,000円の増は、主に令和６年度におけるむつみ学園の事業費が

確定したため、令和６年度障害児通園施設事業費負担金精算金を計上したものです。 

　　次の23款１項町債につきましては、第４表地方債補正で説明したとおりです。 

　　82ページをお開きください。 

　　続いて、３、歳出です。 

　　主なものについて説明いたします。 

　　２款１項３目情報政策費21節補償、補塡及び賠償金570万3,000円の増、83ページの２款２項

２目賦課徴収費21節補償、補塡及び賠償金171万円の増ですが、標準準拠システムへの移行に

係る既存住民情報システム等のリース契約解除に伴う賠償金を計上するものです。 

　　85ページをお開きください。 

　　３款１項３目障害者支援事業費１億8,304万円の増は、主に18節における障害福祉サービス

給付費等の増額によるものです。 

　　86ページをお開きください。 

　　３款２項１目児童福祉総務費22節で、国県支出金返還金として783万2,000円を計上しており

ます。これは令和６年度の寄附金交付事業の精算によるものです。 

　　87ページをお開きください。 

　　３目子ども医療対策費500万円の増は、子ども医療費助成について、年度内における助成額

の増加が見込まれるため、不足見込額を増額補正するものです。 

　　７目障害児通園事業費（むつみ学園）545万5,000円の増は、令和６年度の障害児通園施設事

業費確定に伴い、角田市、村田町及び蔵王町への事業費負担金償還金を計上するものです。 

　　88ページをお開きください。 

　　４款１項４目健康推進総務費3,520万4,000円の増は、主に救急医療負担金の増額見込みによ

るみやぎ県南中核病院企業団負担金を計上したことによるものです。 

　　90ページをお開きください。 

　　７款１項２目18節300万円の増は、令和８年度の2026しばた桜まつり実行委員会に対し、令

和７年度中に支出が見込まれる事業費分についての補助金を計上したものです。 

　　91ページをお開きください。 

　　中段の表になります。 

　　８款３項１目河川管理費620万4,000円の増は、槻木五間堀の成田地区における支川のり面改
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修工事請負費を計上したものです。 

　　次の８款４項３目10節の修繕料250万円は、各公園施設の防護柵などの修繕に要する経費を

計上するものです。 

　　92ページをお開きください。 

　　６目新しい地方経済・生活環境創生基盤整備事業費において、みんなの広場整備工事を200

万円減額し、安全で快適な公園基盤等整備実施設計委託料として200万円を計上しております。

補正額の増減はございません。 

　　96ページをお開きください。 

　　10款５項１目保健体育総務費657万円の増ですが、主に17節備品購入費において、ジュニア

用トランポリンや跳び箱、サッカーゴールなどの社会体育施設用備品555万円を計上したため

です。 

　　次に、２目保健体育施設費393万9,000円の増ですが、主に12節委託料において、宮城県最低

賃金改定に伴う施設代行業務委託料の増額見込み分366万8,000円を計上したことによるもので

す。 

　　次に、３目学校給食センター費18節負担金、補助及び交付金404万円の増は、玄米供給価格

が基準価格を上回ったことによるひとめぼれ掛り増し負担金の増額見込み分を計上したことに

よるものです。 

　　この一般会計歳出におきまして、主に増額補正の項目を説明いたしましたが、減額補正も計

上しております。減額しました項目は、各課において終了した事務の費用をはじめ、完了した

事業など精算が終了しているものを減額補正しております。 

　　98ページ以降の給与費明細書、102ページ以降の債務負担行為に関する調書及び106ページの

地方債の現在高の見込みに関する調書につきましては、今回、人件費、債務負担行為及び地方

債の補正がありましたので、それぞれ補正前、補正後の比較となります。 

　　以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　次に、議案第47号について、健康推進課長。 

○健康推進課長（佐藤正人君）　それでは、詳細説明を申し上げます。 

　　議案書107ページをお開きください。 

　　議案第47号令和７年度柴田町国民健康保険事業特別会計補正予算です。 

　　第１条ですが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ118万9,000円を増額し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ39億6,650万8,000円とするものです。 
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　　109ページをお開きください。 

　　第２表、債務負担行為補正の追加です。 

　　国民健康保険税システム電算処理委託料の追加ですが、これは令和８年度当初から遅滞なく

事業を実施するために、今年度中に契約行為など事前手続を行うため、記載のとおり、期間限

度額を設定するものです。 

　　111ページをお開きください。 

　　歳入です。 

　　６款２項１目財政調整基金繰入金118万9,000円の増額ですが、これは補正財源として繰り入

れるものです。これにより、12月補正後の基金残高は１億9,028万6,116円となります。 

　　続いて、歳出になります。 

　　４款２項１目保健推進事業費36万円の増額ですが、これは事業費が確定したことによる減額

です。 

　　７款１項２目償還金154万9,000円の増額ですが、特定健康診査等負担金返還金、国県支出金

等返還金、それぞれ昨年度の国県の特別交付金等の精算により返還する金額が確定したもので

す。 

　　以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　次に、議案第48号について、福祉課長。 

○福祉課長（三浦英明君）　それでは、議案第48号令和７年度柴田町介護保険特別会計補正予算

について補足説明をいたします。 

　　議案書113ページをお開きください。 

　　今回の補正予算は、歳入については国庫補助金、一般会計繰入金の増額補正、歳出について

は総務管理費の増額補正などを行うものです。また、債務負担行為補正について、２件を追加

し、１件を変更するものです。 

　　第１条です。歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ261万8,000円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ33億5,785万4,000円とするものです。 

　　115ページをお開きください。 

　　第２表、債務負担行為補正です。 

　　令和８年４月１日からサービスを提供する必要があるため、２件の債務負担行為補正を追加

するものです。 

　　また、変更分につきましては、令和７年度から８年度の２か年を計画策定期間とする高齢者
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保健福祉計画・第10期介護保険事業計画策定委託の契約額が確定したため、令和８年度の限度

額を変更するものでございます。 

　　次に、117ページをお開きください。 

　　歳入予算の補正について説明をいたします。 

　　３款国庫支出金２項国庫補助金６目介護保険事業費補助金136万1,000円の増額については、

歳出予算の１款総務費で計上しております介護保険システム改修委託料の補助金になります。 

　　７款繰入金１項一般会計繰入金１目介護給付費繰入金125万7,000円の増額は、同じく介護保

険システム改修委託料の町が負担する分の額となります。 

　　次に、歳出予算の補正について主な項目の説明をいたします。 

　　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費12節委託料、介護保険システム改修委託料272万

3,000円の増額につきましては、令和７年度税制改正により給与所得控除の最低保障額が引き

上げられたことから、令和８年度の介護保険料算定に必要なシステムの改修を行うための補正

となります。 

　　118ページをお開きください。 

　　２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目居宅介護サービス給付費69万5,000円の減額、

４項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費64万5,000円の増額は、それぞれ給付見込

みによる補正となります。 

　　以上で補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　次に、議案第49号について、健康推進課長。 

○健康推進課長（佐藤正人君）　それでは、詳細説明を申し上げます。 

　　議案書121ページをお開きください。 

　　議案第49号令和７年度柴田町後期高齢者医療特別会計補正予算です。 

　　第１条ですが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ384万4,000円を減額し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ５億6,515万9,000円とするものです。 

　　123ページをお開きください。 

　　第２表、債務負担行為補正の追加です。 

　　後期高齢者医療保険料電算処理委託料の追加ですが、令和８年度当初から遅滞なく事業を実

施するために、今年度中に契約行為など事前手続を行うため、記載のとおり、期間限度額を設

定するものです。 

　　125ページをお開きください。 
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　　歳入です。 

　　３款１項１目事務費繰入金50万円の増額と、下段の歳出、１款１項１目一般管理費、役務費

の通信運搬費50万円の増額については、後期高齢者医療保険資格確認書の郵送による通信運搬

費の増額によるものです。歳出は役務費として予算を計上し、歳入の財源は一般会計からの事

務費繰入金となります。 

　　３款１項２目保険基盤安定繰入金434万4,000円の減額ですが、後期高齢者医療保険基盤安定

負担金の確定によるものです。 

　　続いて、歳出になります。 

　　下段をご覧ください。 

　　２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金434万4,000円の減額ですが、保険基盤安定繰入

金の減額により、広域連合への納付金を減額するものです。 

　　以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　次に、議案第50号及び議案第51号について、上下水道課長。 

○上下水道課長（平間一行君）　それでは、議案第50号令和７年度柴田町水道事業会計補正予算

の詳細説明をいたします。 

　　議案書127ページをお開きください。 

　　初めに、第２条です。予算第２条に定めた業務の予定量については、主要な建設改良事業の

既決予定額に1,700万円を増額し、補正後の額を４億3,324万3,000円に改めるものです。 

　　第３条です。予算第３条の収益的支出についての補正です。 

　　第１款水道事業費用の既決予定額に400万円を増額し、補正後の額を10億5,281万3,000円と

するものです。 

　　第４条です。予算第４条の資本的支出についての補正です。 

　　第１款資本的支出の既決予定額に1,700万円を増額し、補正後の額を５億9,399万円とするも

のです。 

　　128ページをお開きください。 

　　第５条です。予算第９条の次に第10条を加え、債務負担行為を５件追加するものです。 

　　山田沢・船迫外配水施設機器点検委託料と水道事業会計システム使用料については、令和８

年度当初から実施するために、今年度中に契約行為など事前手続を行うためのものです。 

　　次に、水道事業会計運用支援委託料については、令和８年度及び令和９年度の委託料を

2,400万円を限度額として計上するもので、支出予算にも計上しております。 
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　　次に、水道お客様センター新築工事設計委託料につきましては、令和８年度の委託料を

1,540万円を限度額として計上するもので、支出予算にも計上しております。 

　　次に、馬場第２ポンプ場送水ポンプ更新工事については、令和８年度の工事請負費を360万

円を限度額として計上するもので、支出予算にも計上しております。 

　　134ページをお開きください。 

　　収益的収入支出補正予定額実施計画明細書になります。 

　　支出です。１款１項４目14節委託料400万円の増は、決算書の作成に向けて委託するもので

す。 

　　135ページをお開きください。 

　　資本的収入支出補正予定額実施計画明細書になります。 

　　１款１項２目８節委託料660万円の増は、令和４年度に策定した庁舎車庫棟建て替え基本計

画に基づき、水道お客様センター新築工事に必要となる基本設計、実施設計を行うものです。 

　　１款１項２目９節工事請負費1,040万円の増は、入間田屋敷沢地区の漏水が多い水道本管の

布設替工事と、経年劣化により能力不足となっている馬場第２ポンプ場の送水ポンプ２台を更

新するものです。 

　　以上でございます。よろしくお願いいたします。 

　　引き続き、議案第51号令和７年度柴田町下水道事業会計補正予算の詳細説明を申し上げます。 

　　議案書137ページをお開きください。 

　　初めに、第２条です。予算第２条に定めた業務の予定量については、主要な建設改良事業の

既決予定額に31万5,000円を増額し、補正後の額を６億9,675万2,000円に改めるものです。 

　　第３条です。予算第３条の収益的支出についての補正です。 

　　第１款下水道事業費用の既決予定額に25万8,000円を増額し、補正後の額を11億9,397万

9,000円とするものです。 

　　第４条です。予算第４条の資本的支出についての補正です。 

　　第１款資本的支出の既決予定額に31万5,000円を増額し、補正後の額を12億4,645万2,000円

とするものです。 

　　138ページをお開きください。 

　　第５条債務負担行為の補正です。 

　　追加は４件となります。 

　　令和８年当初からマンホールポンプ保守管理委託業務など４件を実施するために、今年度中
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に契約行為など事前手続を行うため、債務負担行為として補正を行うものです。 

　　第６条です。予算第９条の職員給与費の既決予定額に57万3,000円を増額し、補正後の額を

4,397万3,000円に改めるものです。 

　　147ページをお開きください。 

　　収益的収入支出補正予定額実施計画明細書になります。 

　　支出です。１款１項２目２節手当25万8,000円の増は、通勤方法の変更による通勤手当、時

間外勤務手当の補正を行うものです。 

　　次に、148ページをお開きください。 

　　資本的収入支出補正予定額実施計画明細書になります。 

　　支出です。１款１項１目２節手当31万5,000円の増は、時間外勤務手当の補正を行うもので

す。 

　　以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　本件６件に対する質疑は後日の本会議で行います。 

　　これで本日の日程は全て終了いたしました。 

　　本日はこれをもって散会といたします。 

　　明日午前９時30分から再開いたします。 

　　ご苦労さまでした。 

　　　　　午前１１時３７分　　散　会 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　上記会議の経過は、事務局長鹿又博文が記載したものであるが、その内容に相違ないことを

証するためここに署名する。 

　　令和７年１２月８日 

 

　　　　　　　　　議　　長　　　　　石　森　靖　明 

 

　　　　　　　　　署名議員　１１番　大　坂　三　男 

 

　　　　　　　　　署名議員　１２番　平　間　奈緒美


